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平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
さ

れ
、
五
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
二
人
の
議
員
が
反
対
意
見
を
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛  
成

反  

対

一般会計予算の内訳

平成17年度各会計の予算規模

特
別
会
計

会　計　名

一　般　会　計

66億2,000万

228億7,000万 △9.9

　4.3

　5.2

△2.5

　2.3

　8.2

　3.2

△4.7

32億2,000万

34億9,000万

18億　　　　

19億8,000万

171億1,000万

399億8,000万

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 医 療 事 業

下 水 道 事 業

深 谷 中 央 特 定 土 地
区 画 整 理 事 業

介 護 保 険 事 業

計

合　　　　　計

予　算　額（円）
対前年度
伸率（％）

●
近
年
、
わ
が
国
は
政
治
、
経
済
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
き
な
構
造
改

革
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
、
本
市
で
も
行
政
組
織
の

改
正
が
行
わ
れ
、
簡
素
で
効
率
的
な
予
算

執
行
、
市
政
運
営
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
防
災
資
機
材
整
備
事
業
費
を

昨
年
度
の
約
二
倍
に
し
、
災
害
用
簡
易
ベ

ッ
ド
や
救
助
用
ボ
ー
ト
の
購
入
な
ど
、
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
予
算
が

重
点
的
に
配
分
さ
れ
、
危
機
管
理
に
対
し

万
全
を
期
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ご
み
の
減
量
化
が
地
球
環
境
の
保
全
と
処

理
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
重
要
な
行
政

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
全
世
帯
に
生
ご

み
水
き
り
容
器
を
配
布
し
、
家
庭
か
ら
の

排
出
生
ご
み
の
減
量
化
に
策
を
講
じ
て
お

り
、
前
向
き
な
施
策
展
開
が
さ
れ
て
い
る
。

本
予
算
は
、
笠
間
市
長
の
初
め
て
の
当
初

予
算
編
成
で
あ
り
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
今
、
本

市
に
必
要
な
施
策
を
十
分
見
定
め
、
さ
ら

な
る
飛
躍
と
後
世
代
へ
の
安
定
し
た
財
政

運
営
、
都
市
・
地
域
経
営
に
向
け
た
市
長

の
行
政
手
腕
に
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

●
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
ま
し
て
は
、
度

重
な
る
台
風
の
襲
来
や
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
と
自
然
災
害
の
脅

威
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
奈
良

市
に
お
け
る
女
児
誘
拐
殺
人
事
件
や
大
阪

府
の
教
職
員
殺
傷
事
件
な
ど
、
児
童
や
教

育
現
場
に
被
害
が
及
ん
だ
痛
ま
し
い
犯
罪

が
続
き
、
防
災
や
危
機
管
理
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
本
予
算
は
そ
の
重

要
性
を
認
識
し
た
迅
速
な
対
応
が
と
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
か
の
施
策
を

見
て
も
、
福
祉
、
環
境
な
ど
各
分
野
に
お

い
て
新
た
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
実
質

的
な
前
年
度
比
一
・
八
％
減
と
い
う
堅
実

型
予
算
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
の
要
請

や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
た
き
め

細
か
な
予
算
で
あ
る
と
評
価
を
す
る
。
歳

入
面
に
お
い
て
は
、
市
税
の
若
干
の
増
収

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
大
幅
な
伸
び
は
期

待
で
き
ず
、
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
負
担

と
な
る
地
方
債
の
活
用
を
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
、
前
年
度
に
比
べ
抑
制
し
た
点
は

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
市
政
運

営
に
お
い
て
企
業
経
営
感
覚
を
も
っ
て
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
尽
力
す

る
こ
と
を
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
国
が
国
庫
補
助
負
担
金
を
数
兆
円
規
模

で
削
減
す
る
と
い
う
方
針
を
決
め
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
三
位
一
体
の
改
革
は
、
自

治
体
に
と
っ
て
極
め
て
不
満
の
多
い
も
の

で
あ
り
、
何
の
た
め
の
改
革
な
の
か
基
本

が
置
き
忘
れ
ら
れ
、
重
要
な
課
題
が
す
べ

て
先
送
り
に
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ

の
よ
う
な
大
変
な
状
態
の
中
で
の
本
予
算

は
、
行
財
政
改
革
に
お
け
る
ソ
フ
ト
面
で

の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
教
育
・

福
祉
に
お
い
て
は
時
代
を
見
据
え
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
は
市
民
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
な

る
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

公
共
交
通
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
試
験
運
行
、
環
境
面
に
お
い
て
は

持
続
可
能
な
社
会
と
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
ご
み
削
減
五
○
％
に
向
け
て
の
取
り
組

み
等
評
価
で
き
る
。
学
校
で
の
防
犯
ブ
ザ

ー
配
布
事
業
に
つ
い
て
は
、
真
に
子
ど
も

を
守
る
の
は
防
犯
ブ
ザ
ー
で
な
い
こ
と
を

念
頭
に
、
今
後
も
地
域
に
お
け
る
防
犯
体

制
を
期
待
し
た
い
。
特
に
基
地
問
題
に
つ

い
て
は
厚
木
基
地
を
抱
え
る
市
と
し
て
、

軍
事
力
に
頼
ら
な
い
包
括
的
平
和
達
成
の

た
め
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
よ
う

切
に
希
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
景
気
は
少
し
ず
つ
回
復
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
少
子
・
高
齢
化
時
代
の
問
題
や
三

位
一
体
改
革
の
進
ち
ょ
く
な
ど
、
地
方
自

治
体
は
不
明
確
な
要
因
を
抱
え
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
社
会
状
況
を
見
据
え
つ
つ
編
成
さ
れ

た
本
予
算
は
、
行
財
政
改
革
で
は
、
公
正
、

公
明
、
平
等
、
競
争
性
の
観
点
を
取
り
入

れ
た
一
般
競
争
入
札
と
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
教
育
文
化
面
で
は
、
全
小
学

校
に
校
内
巡
視
員
の
配
置
や
全
小
学
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
、
保
健
福
祉
面
で
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
や
な
ん
で
も
健
康
相
談
、
安
全
・
安

心
面
で
は
、
市
民
協
働
課
の
充
実
と
防
災

資
機
材
整
備
や
災
害
時
救
急
医
療
対
策
な

ど
多
く
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
度
の
本
格
的
運
行

に
向
け
て
試
験
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス
は
、
市
内
の
移
動
手
段
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
綾
瀬
の
暮
ら
し
を
真
に
考
え

た
事
業
で
あ
り
大
い
に
期
待
す
る
。
今
後

も
民
間
経
営
感
覚
を
生
か
し
た
行
政
シ
ス

テ
ム
構
築
の
も
と
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
と

効
率
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
将
来
と
も
持

続
可
能
な
健
全
な
財
政
運
営
に
心
掛
け
る

こ
と
を
お
願
い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
最
近
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
持
ち
直
し

が
伺
え
る
も
の
の
、
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
る
補
助
金
の
廃
止
、
縮
減
や
地
方
交
付

税
の
抑
制
な
ど
、
財
政
状
況
は
依
然
厳
し

い
。
こ
う
し
た
中
、
本
予
算
の
歳
入
は
、

根
幹
を
な
す
市
税
全
体
で
、
前
年
度
比
五
・

五
％
の
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
地
方

交
付
税
は
前
年
度
比
二
六
・
七
％
の
減
で

あ
り
、
引
き
続
き
財
源
確
保
に
向
け
た
研

究
、
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
歳
出
は
、

憩
い
の
場
と
し
て
（
仮
称
）
北
部
地
域
公

園
の
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
親
し
め
る
場

の
提
供
に
向
け
て
本
蓼
川
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
の
測
量
と
調
査
、
平
成
十
八
年
度
の
本

格
的
運
行
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
試
験
運
行
、
入
札
の
透
明
性
、
公
正

性
と
競
争
性
を
高
め
る
た
め
の
電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
中
学
校
部
活
動
の
維

持
・
充
実
の
た
め
の
部
活
動
指
導
顧
問
の

派
遣
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
児

童
就
学
援
助
な
ど
多
種
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
各
種
政
策
に
反
映
し
て
い
る
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
社
会
経
済
の
動
向
を
見
据
え

つ
つ
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
化
の
徹
底

を
図
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
賛
成
す
る
。

●
予
算
の
賛
否
は
、
予
算
組
み
の
基
本
的

な
方
針
や
市
長
の
政
治
姿
勢
が
、
自
治
体

の
最
も
重
要
な
役
割
で
あ
る
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い

る
か
で
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
予

算
は
、
新
市
長
の
組
む
初
め
て
の
予
算
で

あ
る
が
、
個
々
に
は
市
民
の
要
望
を
的
確

に
と
ら
え
反
映
し
て
い
る
面
が
見
ら
れ
評

価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険

税
の
値
上
げ
、
母
子
年
金
の
廃
止
、
学
校

給
食
の
民
間
委
託
な
ど
の
行
財
政
改
革
は
、

最
も
根
幹
に
あ
る
市
長
方
針
で
あ
る
が
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
視
点

と
は
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
削
る
べ

き
は
福
祉
や
教
育
で
な
く
、
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
や
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の

開
発
で
あ
る
。
財
源
が
足
り
な
い
と
し
て

市
民
に
我
慢
を
強
い
な
が
ら
、
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
関
連
に
は
、
優
先
的
に
予
算
を
確

保
す
る
姿
勢
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
推
進
の
姿
勢
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
設
置
事
業
が
動

け
ば
、
予
算
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
を
持
つ
た
め
、
住
民
投
票
も
含
め
真
に

市
民
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
市
長
が
日
本

国
憲
法
に
基
づ
い
て
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
自
治
体
の
役
割
を
担
う
立
場
に
立

つ
こ
と
を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
本
予
算
は
、
笠
間
市
長
独
自
の
施
策
が

教
育
、
福
祉
、
環
境
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
反
映
さ
れ
て
お
り
、
市
債
発
行
抑
制
な

ど
国
の
財
政
改
革
を
意
識
し
た
も
の
と
評

価
す
る
。
し
か
し
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

の
た
め
と
さ
れ
る
二
百
五
十
万
円
余
の
地

域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業

は
、
設
置
へ
の
合
意
形
成
の
た
め
の
予
算

で
あ
れ
ば
賛
成
で
き
か
ね
る
。
あ
く
ま
で

も
市
民
の
関
心
が
高
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
必
要
の
是
非
を
問
う
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
上
で
方
針
を
決
定
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
設
置
の

懸
念
事
項
と
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
第
二
東
名
に
接
続
す
る
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
が
交
通
整
備
の
基
幹
と
し

て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
活
性
化
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
要
綱
に
費
用
負
担
は

地
方
公
共
団
体
と
地
方
道
路
公
団
の
双
方

と
あ
り
、
本
市
の
負
担
が
必
然
的
で
あ
る

こ
と
、
東
名
に
イ
ン
タ
ー
設
置
が
進
め
ら

れ
る
と
接
続
道
路
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
も
含
め
莫
大
な
費

用
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
調
査
・
検
討
し
た
内
容

を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
意
見
を
集
約
し

た
上
で
方
針
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、

本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
２
月

22
日
　
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　
員
会

●
３
月

１
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　
員
会

２
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

４
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

７
日
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日
　
総
務
常
任
委
員
会

９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

14
日
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会

16
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営

　
　
　
委
員
会

17
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
４
日
）

22
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編

　
　
　
集
委
員
会

●
４
月

８
日
　
愛
知
県
豊
橋
市
議
会
議
員
・
岐
阜

　
　
　
県
岐
南
町
議
会
議
員
来
市

18
日
　
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　
員
会

27
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

●
５
月

９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
議
会
運
営
委
員
会

議

会

の

動

き

歳　入
228億7,000万円

歳　出
228億7,000万円

市税
121億4,743万円
　　　（53.1％）

土木費　
46億2,368万円

　　　（20.2％）　
教育費
36億9,190万円
　（16.2％）

衛生費
22億9,245万円
（10.0％）

民生費
56億  832万円
　　（24.5％）

総務費
24億6,297万円（10.8％）

国庫支出金
33億7,945万円（14.8％）

市債
11億6,940万円（5.1％）

地方交付税
7億4,800万円（3.3％）

国有提供施設等
所在市町村助成
交付金等
9億9,100万円（4.3％）

消防費
11億3,248万円（5.0％）

公債費
17億6,835万円（7.7％）

商工費
6億  999万円（2.7％）

議会費
2億8,492万円（1.2％）

その他
3億9,494万円（1.7％）

諸収入
8億5,432万円（3.7％）

県支出金
7億  970万円（3.1％）

地方消費税交付金
7億5,000万円（3.3％）

その他
21億2,070万円（9.3％）


